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　　 　 　　 　 　　 　 　　1．緒 　 　言

　 無酸素銅 （純銅）は、回転電力機器の 電気導体 材料 と して

広 く利用 され、工 学的な疲労強度デ
ー

タの 取得もかな り進め

られて い る
1） 。特に 、フ レキ シ ブル な 接続部材と して 利用

す る場合 に は、多 数 の 薄 銅板 を積層 した もの を所 定 の 形状に

成型 して か ら使用 する こ とが 多い。さ らに、接続 に は ろう付

けある い は溶接の よ うな冶金的接合で行われ る 。 負荷条件は、

個 々 の 機 器 の 運転条件 に左右 され るが、起 動一停止 に伴う低

サ イ クル疲労の み な らず 回 転振動 によ る 高サ イ クル 疲 労 も

対象 となる 。 こ の ため．強度設計に 当たっ て は、数 100 回〜

ギ ガサ イ ク ル 領域 ま で の 疲労 強度 に 基づ い て 行 う こ とが 必

要 で ある。ま た、疲労 試験 後 の 試験 片の 破 面情 報も 整備 して

お けば、万 が一、破 損 した場 合 に実 際 に受 け た負荷 応 力 の 推

定 に役 立 つ 。
　 そ こ で、本研 究で は，無酸素銅板の 繰返し 数 102〜109回

範 囲で の 曲 げ疲 労 強度 に 及 ぼす 熱 履 歴 の 影 響 を明 らか に す

る。さ らに、試 験 後 の 破 面 の フ ラク トグラ フ ィ
ーを行 っ て．

負荷条 件 と破 面形 態 の 関係 を 調べ る。
　　 　 　　 　 　　 　 　 2．実 験方 法

2．1　供試材　疲労 試験に 用 い た 材料は、厚 さ 1mm の 無酸 素

銅 板 CIO20 （加 工 度 ： 1／4H ） で あ る 。圧 延 方 向 と
一致 す る

よ うに、中央 部幅 6mmX 長 さ 54mmX 厚 さ 1mm の 小 型 平

板 疲労 試験 片 を採 取 した。小型 平板 疲労試験 片は、受入れ の

ま ま、26％ 引張 り予 加工 材お よ び 600 ℃ × 2hr の 焼きな ま し

材 の 3種 で ある。
2．2　板曲げ疲労試験方法　小 型平板試験片 の 面外 曲 げ疲 労

試験は、片持ち梁型の 板曲げ試験機を 用い た。室 温大 気中に

お いて 両振 り変位 制御で 繰返 し速度0．4Hz と 25Hz で 疲 労 試

験 を行 っ た。曲 げ疲労試験中の ひずみ は、試験片中央部の 両

表 面 に 貼付 したひ ずみゲ
ー

ジで 測 定し た 。すな わ ち 、所定の

ひずみ 振幅 にな るよ うに試験 機 の 繰返 し 変位を調 整 した 。 疲

労 寿命 は試 験片 破 断 時 の 回数 と し た 。

　疲労 試験 後に 、代 表的 な ひ ずみ 振 幅 の 試験 片 を選 ん で、破

面 を走 査 型電 子顕微鏡 （SEM ＞ で 観 察 した。

　　　　　　　3　 実験 結果お よ びま とめ

　小型平板試験片に よ る両振 り曲 げ疲労試 験 で得 た ε a
− N

線図を Fig．1 に 示 す。　 los回以 上の 高サ イ クル領域で は焼 き

な ま し材 の 方 の 疲 労 強度 が 受 入 の ま まお よ び予 加工 材よ り

も若干低い 。疲 労 寿命 が約 107回以上 の 破 面 は 粒界 フ ァ セ ッ

トとス トラ イ エ ー
シ ョ ン 状模 様 の 粒 界割 れで あ り、Fig ．2 に

示 す よ う に ス トラ イ エ
ー

シ ョ ン 状模 様 の 間 隔 は 回 数 に依 存

し な い。ス トラ イ エ
ー

シ ョ ン 間隔 と ひ ずみ 振幅 の 関係 を Fig．

3 に 示す。ひ ず み振 幅 2 ％ 以下 で 、両 者 は ほ ぼ直 線 関係 に あ

る。
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Fig．1　Relationship　between　strain 　amplitude 　and

　 　　 failure　life．
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Fig．2　Relationship　between　striation 　spacing 　and

　 　 　 f≧肛ilure　life．
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Fig．3　Relatienship　between 　striation 　spacing 　alld

　　　strain 　amplitude ．
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